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就任にあたって

会長 小杉 康（北海道大学大学院）

前任期に引き続きもう２年、会長の任にあたらせていただきます。次期の委員の改選の年は本学会の
創立５０周年の節目にあたります。この２年間はその記念行事に向けての準備期間ともなりますが、気負
うこと無くこれまで通りの着実な歩みを受け継いでゆきたいと思います。前回、会長に選出された際の
このご挨拶では、遺跡の保護・保存にむけての取り組みと、若い世代の育成を目指した月例研究会の活
発化との二つを、ささやかな抱負として述べさせていただきました。前者については、毎月実施される
運営委員会にあわせて、地域委員から担当地域の情報を寄せていただき、年度末にその動向をまとめる
といった道筋ができてきました。後者については、その名の通りに月例で開催できるようにまでなりま
したが、北海道といった広大さもあって、研究会に集える会員の方々にはそれなりの負担が生じてしま
います。今期からはこの点もさらに工夫し、より活発な会合にしたいと思っております。
現在、会員数約３６０余名を擁しており、地域の学会としてはそれなりに大所帯になってまいりました。

既定の行事や活動も、これまでに培われてきたノウハウで難なくこなして会の運営が行われております
が、その実、今回も委員改選にあたっては運営委員や地域委員等の選出に大変な苦労がありました。考
古学に対する社会的な価値観の変化や、情報技術の長足の進展、専門職の世代交代の沈滞化など、これ
らの状況にあって学会として、また一人の考古学に携わる者として、いかなる身の振り方をするべきな
のか、５０周年を間近に控えるこの時期に、会員の皆様と一緒に考えて行きたいと思います。

２０１１年度 北海道考古学会第４８回総会略報
４月２３日（土）１３時より北海道大学学術交流会館にて本年度の定期総会が開催されました。会員数３６３名

に対して本人出席４３名、委任状出席９１名、合計１３４名と、総会成立の要件である会員数の３分の１以上の
出席を得たため、総会は成立いたしました。議長には第８地区の山原敏朗会員を選出し、下記の議案に
ついて審議されました。
この結果、下記の原案どおり承認されましたので報告いたします。

第１号議案 ２０１０年度会務報告
（１）事業報告

ア 第４７回総会・研究大会
期 日：２０１０年４月２４日
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場 所：北海道大学 学術交流会館
総 会：２００９年度会務報告、２０１０年度会務計画案（いずれも承認）
研究大会：テーマ「オホーツク文化とは何か」

イ 運営委員会
（回数） （開催日） （主たる議題）
第１回 ５月３０日 月例研究会・遺跡見学会・だよりなど
第２回 ６月２７日 遺跡見学会・だより・会誌など
第３回 ７月２５日 遺跡見学会・会誌編集・月例研究会など
第４回 １０月１０日 遺跡報告会・だよりなど
第５回 １０月３１日 会誌編集・遺跡報告会・研究大会など
第６回 １１月２８日 遺跡報告会・研究大会など
第７回 １月３０日 研究大会・だより・総会など
第８回 ２月２７日 研究大会・総会・会誌編集など
第９回 ３月２３日 総会・研究大会など

ウ 月例研究会
第１回 期 日：５月３０日（北海道大学総合博物館共同利用研究室）

発表者：高橋理氏（千歳市埋蔵文化財センター）
テーマ：「出土動物からみるアイヌの儀礼」

第２回 期 日：６月２７日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ１０４）
発表者：鈴木建治氏（北海道大学）
テーマ：「旧石器時代における住居構造の復元に関する基礎的研究」

第３回 期 日：７月２５日（江別市郷土資料館）
発表者：佐藤一志氏（江別市郷土資料館）
テーマ：「戦前における江別市内の発掘調査資料」

第４回 期 日：１０月１０日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ５１７）
発表者：榊田朋広氏（札幌市埋蔵文化財センター）
テーマ：「トビニタイ式土器研究の現状と課題」

第５回 期 日：１０月３１日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ５１７）
発表者：札幌稲北高等学校自然科学部地学班
テーマ：「余市栄町７遺跡における砂質堆積物の特性から古環境を探る」

第６回 期 日：１１月２８日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ１０４）
発表者：清水香氏（國學院大学大学院）
テーマ：「擦文・アイヌ文化期の出土木製品における和産物について」

第７回 期 日：１月３０日（北海道大学総合博物館中会議室）
発表者：坂本尚史氏（財団法人北海道埋蔵文化財センター）
テーマ：「ホロカ沢Ⅰ遺跡出土の幌加型細石刃核石器群の様相」

第８回 期 日：２月２７日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ５１７）
テーマ：『卒論・修論発表会』
発表者：山添晶久氏（北海道大学学生）
テーマ：「石狩低地帯における縄文晩期前葉の土器群構成」

第９回 期 日：３月２７日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ５１７）
発表者：西田茂氏（財団法人北海道埋蔵文化財センター）
テーマ：「石狩低地帯南部における遺跡の形成と水位の変動」

「年代測定値のこと－研究の現状と課題－」
エ 遺跡見学会

期 日：８月２１日～２２日
場 所：函館市・木古内町・七飯町
テーマ：縄文文化にふれる道南の旅
参加者：６３名
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項 目 費 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 増 ▲減 備 考

会 費 会 費 １，３００，０００ １，８２８，６４２ ５２８，６４２５，０００円×３６４件、３，５００円×２件、１，６４２円×１件

事 業 収 入

研究大会収入 １２０，０００ １４４，０００ ２４，０００ 研究大会資料集販売１，０００円×１４４部

遺跡見学会収入 ４００，０００ ８５３，６００ ４５３，６００

遺跡調査報告会収入 １２０，０００ ８６，０００ ▲３４，０００ 遺跡調査報告会資料集販売１，０００円×８６部

会誌等販売収入 １８０，０００ ２６０，８６０ ８０，８６０ 会誌・資料集販売

小 計 ８２０，０００ １，３４４，４６０ ５２４，４６０

広告料収入 ０ ０ ０

雑 入 ４８８ ４，５０５ ４，０１７２０１０研究大会懇親会残金・北洋銀行利息

繰 越 金 １，３３２，５１２ １，３３２，５１２ ０

基金繰入金 特 別 収 入 ０ ０ ０

特 会 収 入 特別会計収入 ０ ０ ０

合 計 ３，４５３，０００ ４，５１０，１１９ １，０５７，１１９

項 目 費 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 残（▲超過）額 備 考

事 業 支 出

研究大会費 ５００，０００ ３２６，４００ １７３，６００ 資料集印刷・講師費用弁償等

遺跡見学会費 ３００，０００ ７２４，６２４ ▲４２４，６２４ 貸し切りバス等／振込み手数料

研 究 会 費 ２０，０００ ０ ２０，０００ 案内発送、研究会共催費

遺跡調査報告会費 ３００，０００ １８５，０３０ １１４，９７０ 資料集印刷・発表者費用弁償・会場使用料等

会誌印刷費 １，２００，０００ ６５７，０９０ ５４２，９１０ 第４７輯 ５００部／振込み手数料

だより印刷費 １６０，０００ １３４，５２０ ２５，４８０９７号・９８号・９９号／振込み手数料

ホームページ費 ５０，０００ ２９，４５７ ２０，５４３ プロバイダー契約料、更新・維持管理費

小 計 ２，５３０，０００ ２，０５７，１２１ ４７２，８７９

オ 遺跡調査報告会
期 日：１２月２５日
場 所：北海道大学学術交流会館講堂
内 容：道内遺跡の発掘調査の紹介・質疑

カ 連絡紙『北海道考古学会だより』の発行
９７号：７月１６日発行
９８号：１２月３日発行
９９号：２月２１日発行

キ 学会ホームページ
２０１１年３月まで（１２ヶ月間）アクセス数：約２，７５０、更新回数：３０回

ク 会誌編集委員会の活動
会誌『北海道考古学』第４７輯の発行（２０１１年３月発行５００部）

ケ 特別委員会の活動
遺跡保護特別委員会
国際交流特別委員会

（２）収支決算報告
収 入

支 出

― ３ ―



事 務 支 出

総 会 費 ５，０００ ０ ５，０００

委 員 会 費 ３０，０００ ２４，１２０ ５，８８０ 特別委員会費含む

消 耗 品 費 ５０，０００ ７，１５５ ４２，８４５ 文房具代・封筒代・コピー代等

通 信 費 ２００，０００ １６４，７２４ ３５，２７６ 会誌・だより発送費・葉書切手代金等含む

賃 金 ５０，０００ ４５，０００ ５，０００ 会誌・だより等の発送・その他事務処理

小 計 ３３５，０００ ２４０，９９９ ９４，００１

特 別 支 出 ２０，０００ ６，０００ １４，０００ 日本考古学協会図書交換会申込み費用

予 備 費 ５６８，０００ ０ ５６８，０００

合 計 ３，４５３，０００ ２，３０４，１２０ １，１４８，８８０

項 目 費 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 差引額（Ｂ－Ａ） 備 考

収 入 総 計 ３，４５３，０００ ４，５１０，１１９ １，０５７，１１９

支 出 総 計 ３，４５３，０００ ２，３０４，１２０ ▲１，１４８，８８０

決算額差引 収 入 総 計（Ｂ ）－ 支 出 総 計（Ｂ ） ２，２０５，９９９

項 目 費 目 支出額 基金積立額 基金総額 備 考

基 金

名取氏寄付金 ４２０，０００ ４２０，０００

石川氏寄付金 ３２０，０００ ７４０，０００

佐藤氏・斉藤氏寄付金 １００，０００ ８４０，０００

北構氏寄付金 ２０，０００ ８６０，０００
２００５年５月２９日１０，０００円送金
２００６年３月２２日１０，０００円入金

宮下氏寄付金 １０，０００ ８７０，０００２００８年３月３１日１０，０００円入金

臨時積立金 ２００，０００ １，０７０，０００

合 計 １，０７０，０００

過年度支出

南茅部町埋蔵文化財調
査団事務所被災支援金 ７７，０００ ９９３，０００２００３年度支出

鷲の木５遺跡保存対策費 １６０，０００ ８３３，０００２００３年度支出

鷲の木５遺跡保存対策費 ６０，０００ ７７３，０００

４０周年記念研究大会費 ２４０，０００ ５３３，０００

合 計 ５３７，０００

基 金 残 高 ５３３，０００

２０１０年度決算

２０１０年度北海道考古学会基金会計

（３）監査報告
北海道考古学会の２０１０年度会計の監査を実施した結果、適正に処理されていることを確認した

ので報告いたします。
２０１１年４月１３日 監査委員 菊池 俊彦 �
２０１１年４月１７日 監査委員 羽賀 憲二 �

第２号議案 ２０１１年度会務計画
（１）事業計画案

ア 基本方針
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項 目 費 目 ２０１１年度予算額（Ａ）２０１０年度決算額（Ｂ） 増 ▲減 備 考

会 費 会 費 １，３００，０００ １，８２８，６４２ ▲５２８，６４２５，０００円×２６０件

事 業 収 入

研究大会収入 １２０，０００ １４４，０００ ▲２４，０００ 資料代１，０００円×１２０部

遺跡見学会収入 ２４０，０００ ８５３，６００ ▲６１３，６００４，０００円×６０名（貸切バス２台）

遺跡調査報告会収入 １００，０００ ８６，０００ １４，０００ 報告資料集売り上げ １，０００円×１００部

会誌等販売収入 ２００，０００ ２６０，８６０ ▲６０，８６０

小 計 ６６０，０００ １，３４４，４６０ ▲６８４，４６０

広告料収入 ０ ０ ０

雑 入 １ ４，５０５ ▲４，５０４

繰 越 金 ２，２０５，９９９ １，３３２，５１２ ８７３，４８７

基金繰入金 ０ ０ ０

特 会 収 入 ０ ０ ０

合 計 ４，１６６，０００ ４，５１０，１１９ ▲３４４，１１９

① 北海道考古学の発展のため、会誌の充実、大会・月例研究会・遺跡報告会・遺跡見学会
などの積極的な開催を図る。

② 考古学研究を取り巻く環境が日々変化していく中で、諸課題に取り組むための「特別委
員会」を設置するなど、研究環境の変化に機動的に対処しうる体制をとる。

③ だより・ホームページなどを通じて会の活動や研究成果を情報提供する。
④ 会費納入の呼びかけと適正な予算執行により、財務基盤の安定化を図る。

イ ２０１１年度事業計画
① 研究大会

期 日：２０１１年４月２３日（土）１０：００‐１７：００
場 所：北海道大学学術交流会館講堂
テ ー マ：「北海道の縄文文化研究の今」
事例報告：山原敏朗氏・福田裕二氏・石橋孝夫氏・國木田大氏・西脇対名夫氏・

関根達人氏
討 論：司会 小杉康氏

② 遺跡見学会
期 日：８月予定

③ 遺跡報告会
期 日：２０１１年１２月１７日（土）
場 所：北海道大学人文社会科学総合教育研究棟Ｗ１０１

④ 月例研究会
開 催：年９回
時 期：５月、６月、７月、９月、１０月、１１月、１月、２月、３月（予定）

⑤ 特別委員会の設置
「遺跡保護特別委員会」
「国際交流特別委員会」

⑥ 会誌「北海道考古学」第４８輯の発行
発 行：年１回
時 期：２０１２年３月 ５００部発行

⑦ 連絡誌「北海道考古学会だより」の発行
発 行：年３回（第１００号、第１０１号、第１０２号）
時 期：７月、１１月、３月

⑧ ホームページの管理運営

（２）２０１１年度予算案
収 入
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項 目 費 目 ２０１１年度予算額（Ａ）２０１０年度決算額（Ｂ） 増 ▲減 備 考

事 業 支 出

研究大会費 ４００，０００ ３２６，４００ ７３，６００ 要旨印刷・講師費用弁償・会場使用料等

遺跡見学会費 ２００，０００ ７２４，６２４ ▲５２４，６２４ 貸し切りバス等／振込み手数料

研 究 会 費 ２０，０００ ０ ２０，０００ 案内発送、研究会共催費

遺跡調査報告会費 ３００，０００ １８５，０３０ １１４，９７０ 資料集印刷・発表者費用弁償・会場使用料等

会誌印刷費 １，０００，０００ ６５７，０９０ ３４２，９１０ 第４８号 ５００部／振込み手数料

だより印刷費 １６０，０００ １３４，５２０ ２５，４８０１００号・１０１号・１０２号／振込み手数料

ホームページ費 ５０，０００ ２９，４５７ ２０，５４３ プロバイダー契約料、更新・維持管理費

小 計 ２，１３０，０００ ２，０５７，１２１ ７２，８７９

事 務 支 出

総 会 費 ５，０００ ０ ５，０００

委 員 会 費 ３０，０００ ２４，１２０ ５，８８０ 特別委員会費含む

消 耗 品 費 ５０，０００ ７，１５５ ４２，８４５ 文房具代・封筒代・コピー代等

通 信 費 ２００，０００ １６４，７２４ ３５，２７６ 会誌・だより発送費・葉書切手代金等含む

賃 金 ５０，０００ ４５，０００ ５，０００ 会誌・だより等の発送・その他事務処理

小 計 ３３５，０００ ２４０，９９９ ９４，００１

特 別 支 出 ２０，０００ ６，０００ １４，０００

予 備 費 １，６８１，０００ ０ １，６８１，０００

合 計 ４，１６６，０００ ２，３０４，１２０ １，８６１，８８０

項 目 費 目 支出額 基金積立額 基金総額 備 考

基 金

名取氏寄付金 ４２０，０００ ４２０，０００

石川氏寄付金 ３２０，０００ ７４０，０００

佐藤氏・斉藤氏寄付金 １００，０００ ８４０，０００

北構氏寄付金 ２０，０００ ８６０，０００２００５年５月２９日１０，０００円送金２００６年３月２２日１０，０００円入金

宮下氏寄付金 １０，０００ ８７０，０００２００８年３月３１日１０，０００円入金

臨時積立金 ２００，０００ １，０７０，０００

合 計 １，０７０，０００

過年度支出

南茅部町埋蔵文化財調
査団事務所被災支援金 ７７，０００ ９９３，０００２００３年度支出

鷲の木５遺跡保存対策費 １６０，０００ ８３３，０００２００３年度支出

鷲の木５遺跡保存対策費 ６０，０００ ７７３，０００

４０周年記念研究大会費 ２４０，０００ ５３３，０００

合 計 ５３７，０００

基 金 残 高 ５３３，０００

支 出

２０１１年度北海道考古学会基金会計

第３号議案 運営委員・地域委員・会誌編集委員・監査委員の改選について
北海道考古学会会則第６条および規則２‐１第２条・第３条および細則３‐２に基づき、運営委員、地
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域委員、会誌編集委員および監査委員について、会員による推薦と投票の結果、以下のように改選を行
います。
運営委員
小杉康（再任：会長）、大谷敏三（新任：副会長）、荒山千恵（再任：総務）
小針大志（再任：会計）、佐藤一志（再任：研究会）、芝田直人（再任：見学会）
高橋理（再任：会誌、だより）、高倉純（再任：総務、研究会）、広田良成（再任：報告会）
宗像公司（再任：報告会）、青野友哉（新任：見学会）、内山幸子（新任：会誌、だより）

地域委員
第３地域：乾芳宏、第４地域：野村祐一、第５地域：奈良智法、第６地域：山谷文人
第７地域：角達之助、第８地域：高橋勇人、第９地域：関根達人、第１０地域：佐藤孝雄

会誌編集委員
１号委員 上野修一（再任：委員長）、石川直章（再任：副委員長）、仙波伸久（再任）

守屋豊人（再任）、阿部明義（新任）
２号委員 内山幸子（新任）、高橋理（新任）

監査委員
羽賀憲二（再任）、千葉英一（新任）

２０１１年度 北海道考古学会研究大会報告
今研究大会は『北海道の縄文文化研究の今』をメインテーマに６名による研究発表とディスカッショ

ンが行われ、北海道の縄文文化研究の現時点における成果と今後の研究の方向性を探った。山原敏朗氏
「旧石器から縄文へ－大正３遺跡の評価－」では、北海道における縄文時代草創期の存在が確かめられ、
更新世末期の本州文化が存在したと考えた。ただし、これが北海道全域におよんだのか、更新世から完
新世へと連続したのかなど残された課題は多く、北海道の旧石器文化の位置づけとも関わって今後も議
論を要すると指摘した。
福田裕二氏「北海道における盛土遺構研究の現状」では、多くの遺構名称が明確な定義付けの不備を

示すと指摘した上で、４２例を集成しつつ時期毎の遺構のあり方や立地、形状、関連する遺構等の特徴か
ら類型化を試みた。今後「盛土遺構」の定義付け、遺構形成の目的による厳密な分類を確立し、明確な
類型化の作業がなお必要であることが再認識された。
「北海道縄文人によるサケ資源の集約的利用の確立・展開－石狩紅葉山４９号遺跡の評価－」の石橋孝夫
氏は、縄文中・後期の１９カ所にのぼる杭列が、遡上魚類の定置式漁労施設であり、旧発寒川の流路更新
の度に改修が行われたことを示すとした。また、直線や上流に向く「逆ハの字」構造が、アイヌのサケ
捕獲施設「テシ」や「ウライ」と共通する点を指摘。さらにたたき棒、銛、大型のタモ（枠）、松明など
ともに、これがサケ類の捕獲施設であると判断した。以後続縄文から近世までの河川設置カ所の変動の
背景は、道外地域との交易という枠組みを探る上で重要な視点となる。
國木田大氏による「北海道における縄文時代年代研究の現状と課題」では、北海道における年代測定

研究をたどりつつその課題が提示された。海洋リザーバ効果、暦年較正、ウイグルマッチング法が取り
入れられる一方で、実験処理やデータ解釈の議論が少ないこと、また特に海洋リザーバ効果の北海道資
料への適用基準などが今後克服すべき検討事項であると指摘された。
西脇対名夫氏は「形態学的な方法－“謎”の側縁有溝石器の場合－」をテーマに、側縁有溝石器をモ

デルとして形態学的アプローチの一方法を示した。「論理以前の行為」や「論理以前の法則性」が無文字
社会の遺物を対象とすることに「意味」をもたせることになる。側縁有溝石器は視覚的情報によって中
期前葉の石冠を起源とする可能性が示された。
「東北地方からみた北海道の縄文晩期」の発表において関根達人氏は、続縄文文化と弥生文化の分岐点
が何処に求められるかについて、縄文晩期における北海道と北東北間の交流、道内地域集団間の交流に
視座をおきつつ土器の比較検討を行った。縄文後半に北海道で亀ヶ岡式の様相が強まるが、晩期末葉で
は両地域の遺跡数や土器の様相が相互に異なり、それまで両地域の一体性が失われていた可能性が指摘
された。これを北東北における稲作受容への胎動ととらえることの是非は当初の問題点に立ち帰ること
につながり、土器以外の面からの検討を今後の方向性とした。
その後の討論では、各発表者の事実確認や会場との活発な議論が展開し、北海道の縄文文化研究の課
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題の把握と今後の研究の方向性を確認することができた。

遺跡見学会のご案内
毎年恒例の遺跡見学会、今年度は「噴火湾の貝塚とだて噴火湾縄文まつり」をテーマとして、登別市・

伊達市・洞爺湖町の遺跡・資料館を巡る計画で準備中です。皆様のご参加をお待ち申し上げます。

期 日 ８月２８日（日） 雨天決行
集 合 場 所 札幌駅北口（観光バス乗り場） 集合時間 ８：００

※バスは北遊観光バスです
見学コース ＪＲ札幌駅北口（８：００）⇒ 道央自動車道経由で登別市へ

⇒ 登別市のぼりべつ文化交流館カント・レラ
⇒ 伊達市北黄金貝塚・北黄金２遺跡 ⇒ 第１４回だて噴火湾縄文まつり
⇒ 伊達市噴火湾文化研究所（縄文エコミュージアム） ⇒ 有珠６遺跡
⇒ 洞爺湖町入江・高砂貝塚
⇒ 道央自動車道経由で札幌市へ ⇒ ＪＲ札幌駅（１８時頃到着予定）

※なお、天候・道路・現場の状況により行程を変更する場合がございます。ご了承ください。
参 加 費 用 大人４，０００円、中学生以下２，０００円（バス代、保険料、入館料込み）

※当日申し受けます。
募 集 人 数 先着順６０名（予定）
申 込 方 法 往復葉書かメールで。電話受付は致しません。

①往復葉書の場合
＜往信部表面＞ 〒０６０‐０８１０ 札幌市北区北１０条西７丁目

北海道大学大学院文学研究科北方文化論講座小杉研究室気付
北海道考古学会事務局

＜往信部裏面＞ 郵便番号、住所、氏名（同行者名も）、自宅電話番号、携帯電話番号を
記入。

＜返信部表面＞ 返信用の郵便番号・住所・氏名を記入。
＜返信部裏面＞ 何も記入しないでください。

②メールの場合
hokkaidokoukogakkai@m9.dion.ne.jpに郵便番号、住所、氏名（同行者名も）、自宅電話番号、
携帯電話番号を記入し、送信してください。

申 込 期 限 ８月１７日（水） 当日の消印有効
キャンセル 葉書かメールで。８月２４日（水）以降のキャンセルは、下記問い合わせ先にお電話ください。
問い合せ先 平日の１８：００～２０：００のみ。見学会担当：芝田（０９０‐９０８７‐６８０２）まで。
服装・お持ちいただく物 昼食・雨具は各自持参してください（昼食は縄文まつりの会場でも購入可）。

また、歩きやすい服装・靴でお越しください。その他、帽子、常備薬、虫よ
け、筆記用具などお持ちいただくことをお勧めいたします。

月例研究会のお知らせ
【報告】
第１回月例研究会
○日 時：６月２６日（日）１５：００～１６：２０
○場 所：北海道大学人文社会科学総合教育研究棟Ｗ１０４号室
○発表者：渡辺陽子氏（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター）他
○テーマ：樹種同定から明らかにされる竪穴住居建築材の変遷
○発表者：岡村聡氏（北海道教育大学札幌校）
○テーマ：北海道の縄文～続縄文遺跡から出土する緑色玉類の多様性
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【今後の予定】
第２回月例研究会
○日 時：７月３１日（日）１５：００～
○場 所：北海道大学総合博物館中会議室
○発表者：上屋眞一氏（恵庭市教育委員会）
○テーマ：ユカンボシＥ１１遺跡の調査－矢柄と一括石鏃について－
○発表者：菅野修広氏（登別市教育委員会）
○テーマ：あの世の認識－アフンルパルから考える埋没途中竪穴住居について－

第３回月例研究会
○日 時：９月２５日（日）１５：００～
○場 所：北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ５１７
○発表者：藪下詩乃氏（有限会社アルケーリサーチ）
○テーマ：彫器の使用痕分析－美利河１遺跡Ⅰ石器群の事例－
○発表者：役重みゆき氏（東京大学大学院人文社会系研究科）
○テーマ：蘭越型細石刃石器群の技術構造と適応戦略（仮題）

第４回月例研究会
○日 時：１０月３０日（日）１５：００～
○場 所：北海道大学総合博物館中会議室
○発表者：増田隆一氏（北海道大学大学院理学研究院）
○テーマ：北海道のＤＮＡ考古学：その発展性と課題

第５回月例研究会
○日 時：１１月２７日（日）１５：００～
○場 所：北海道大学総合博物館中会議室
○発表者：林勇介氏（湧別町教育委員会）
○テーマ：擦文文化における竪穴住居跡の様相－道東の遺跡を事例に－（仮題）
○発表者：簑島栄紀氏（苫小牧駒澤大学）
○テーマ：平安日本と擦文社会（仮題）
※日時、場所などの詳細は、決定次第、北海道考古学会ホームページでお知らせいたします。
※会員の皆様で、月例会での研究発表を希望する方は北海道考古学会事務局（hokkaidokoukogakkai@

m9.dion.ne.jp）までご一報ください。

入会者のお知らせ
≪新入会員≫※五十音別・敬称略
天方博章（厚真町）、久保義則（神奈川県）、熊林佑允（帯広市）、澤田恭平（釧路市）
関根達人（青森県）、冨樫那美（神奈川県）、時田則雄（帯広市）、林勇介（湧別町）

会費納入についてのお願い
会の運営には、会員の皆様のご協力が不可欠です。会費の年内納入にご協力いただきますようお願い

申し上げます。また、本年度を除く過去３年以上の会費が納入されていない会員には、北海道考古学会
誌を送付しておりません。会費納入を確認後、送付いたします。

郵便局口座番号：０２７７０－６－８３５８ 加入者名：北海道考古学会
年会費：（一般）５，０００円 （学生）３，５００円

会誌編集委員会からのお知らせ
会誌第４８輯の原稿を募集しています
『北海道考古学』第４８輯（２０１２年３月刊行）への積極的なご投稿をお待ちしております。論文、研究ノー
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ト以外にも、資料紹介、書評なども歓迎いたします。
原稿の締め切り日は以下のとおりですが、投稿を希望する方は、編集の都合上、１１月５日（土）までに

会誌編集委員会事務局まで連絡をお願いいたします。原稿の分量・体裁等は、『北海道考古学会だより』
第９５号（２００９年１２月）及び学会ホームページをご参照ください。
なお、今年度から会誌編集委員会の事務局は下記に変更になりましたので、よろしくお願いいたしま

す。

原稿締め切り日 ２０１１年１２月２４日（土）（必着）

会誌編集委員会事務局 〒０６６‐０００１ 千歳市長都４２番１
千歳市教育委員会埋蔵文化財センター（担当：高橋理）
TEL ：０１２３‐２４‐４２１０
E‐mail：osamu.takahashi@city.chitose.hokkaido.jp

その他
〔特別委員会について〕
今年度特別委員会について以下のように決定しましたのでご報告致します。
遺跡保護特別委員会 委員長 臼杵勲氏 ２号委員 宗像公司

〔だよりの訂正について〕
だより第９９号に掲載された西脇対名夫氏の投稿「「土面」の唇の孔」に文献と画像複製許諾表示の脱漏

がありました。下記のとおり訂正させていただきます。
（誤）道内では後晩期および続縄紋式の合葬墓がかなり多く見られる。
（正）道内では後晩期および続縄紋式の合葬墓がかなり多く見られる（藤原２０１０ほか）

（誤）図３ 東京国立博物館画像アーカイブ
（正）図３ 東京国立博物館画像アーカイブ（同館所蔵重要文化財「土面」 Image：TNM Image Archives

Source：http://TnmArchives.jp/）

引用・参考文献の追加
藤原秀樹２０１０「北海道北部の縄文集落の葬墓制」雄山閣編集部編『葬墓制』シリーズ縄文集落の多

様性Ⅱ 雄山閣 １９～５０頁
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